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日印協会は、明治36年（1903年）の設立以来、日印間の政治・経済・文化交流に貢献しています。
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2025年度事業報告（ダイジェスト）

去る5月22日開催の理事会において、2025年度（令和7年度）事業報告案および決算報告案が審議さ
れ、原案通り承認されました 。会員の皆様へその抜粋をご報告申し上げます 。
（本報告の全編（詳細版）につきましては、後日、公式ホームページにて公開いたします。）

一般概況と日印関係の現状
1. 2025年度 一般概況：不可欠なパートナーとしての深化
2025年度の日印関係は、「特別戦略的グローバル・パートナーシップ」のもと、地政学および経済安
全保障の両面で実務的な深化を遂げた一年となりました 。 

・ 安全保障・防衛協力の加速
日米豪印（QUAD）の枠組みを堅持しつつ、陸上自衛隊との共同訓練「ダルマ・ガーディアン」など
が高度な戦術レベルへと引き上げられました 。防衛装備・技術面でも共同開発・生産を視野に入れた
具体的な協議が進展しています 。 


・経済連携の質的転換
2026年3月にニューデリーで「第49回日印経済合同委員会会議」が開催され、モディ首相への表敬訪
問では、掲げられた5兆円の対印直接投資目標の着実な進捗を確認 。半導体やクリーンエネルギーな
ど経済安全保障を見据えた新産業分野での協力が合意されました 。 


・人材・学術・文化交流の活性化
特定技能制度の活用がIT、介護、建設などの各分野で本格化しました 。「第4回日印大学等フォーラ
ム」を通じた共同研究など、先端から現場までを一貫する育成スキームが構築されています 。また、
当協会が中心となり開催した「ナマステ・インディア2025」は次世代の若い層の関心を引き付け、大
きな成果を収めました 。 

 2. 日印関係の現状：岸田文雄新会長のもとでの新体制
当協会の歴代会長（森氏、安倍氏、菅氏）の外交の歩みを引き継ぎ、2026年4月には、総理在任中に
「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」を深化させた岸田文雄氏が第10代会長に就任いたしました
。マクロ経済においては、インドの2024年度実質GDP成長率が7%台半ばを記録し、2025年度も
6.5%〜7.0%前後の高い成長を継続しています 。日系企業の投資も「第4の波」が定着し、デジタル公
共インフラや脱炭素など先端分野での協力が本格化 。さらに、日本の大手金融機関による現地金融セ
クターへの過去最大規模の出資・参画が相次ぎ、民間の力で両国の経済連携が構造的に深化していま
す 。
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日印協会の主な活動実績
当協会は「特別戦略的グローバル・パートナーシップ」の民間における中核機関として、活発な交流
事業を展開しました 。
 
 1. 要人との緊密な対話と議員交流
・ナレンドラ・モディ首相との懇談会（2025年8月29日）
菅会長（当時）および齋木理事長は、来日中のモディ首相と当協会主要法人会員を交えて懇談を行い
ました 。高速鉄道プロジェクトやビジネス環境改善について意見交換を行い、モディ首相からは間も
なく創立125周年を迎える当協会の長年の貢献に対し、高い評価と謝意が示されました 。  
・インド超党派議員団との戦略対話（2026年3月6日）
当協会の八木理事は、訪日中のインド議員団と面談し、首脳外交を通じた二国間関係のさらなる深化
に期待を示しました 。グローバル・サウスとの協力が日印両国の現実的かつ不可欠な選択肢であると
の認識で一致しました 。 


2. 多彩な主催・共催・後援イベント
・文化・交流イベントの推進
「ナマステ・インディア2025」（9月27-28日＠代々木公園）をはじめ、「ディワリイン横浜」「えどイ
ンフェス2025」など、地域と連携した文化イベントを主催・後援し、相互理解を深めました 。  
・セミナー・フォーラムの開催
在京インド大使館等と連携し、「テランガナ州政府セミナー」「インド・日本 繊維分野における協力セ
ミナー」「日印次世代共創カンファレンス」など、ビジネスや技術、人材育成に直結するフォーラムを
多数後援・実施しました 。

定例事業の推進と会員状況・役員異動
1. 会員向け定例事業
・月例朝食講演会（法人会員対象／年間11回開催）
深澤祐二氏（JR東日本会長）によるインド高速鉄道の講演や、国家安全保障局長の市川恵一氏、国際
政治・経済の専門家を講師に迎え、経営トップ層から「ほかでは聞けない」と高い評価をいただいて
います 。  
・インド実務講座（税務・法務セミナーシリーズ）
進出日系企業のニーズに応え、大手会計事務所・法律事務所の協力のもと、PE課税、労務対応、
M&Aなどをテーマにした実践的なセミナーを開催しています 。  
・天竺茶話会（主として個人会員対象／ゼミ形式）
インド映画、食文化、インド工科大学（IIT）のリアルなど、月ごとに異なるテーマで講師の紹介とフ
リーディスカッションを行い、毎回盛況となっています 。  
・機関誌・季刊誌の発行
伝統ある機関誌「日印協会々報」を年間11回発行し、会員へ配布 。また、学術誌であるWeb版季刊誌
「現代インド・フォーラム」を年間4回発刊し、日印の第一線で活躍する学者・研究者の論文を広く
発信しています 。 

2. 会員の状況（2026年3月末現在）
・法人会員：214社（前年比3社増／14社加入、11社退会） 特別法人としてインド日本商工会、クエス
ト・グローバル・ジャパン、日新の3社が入会したほか、一般法人13社が新入会となりました 。  
・個人会員：335名（前年278名から大幅増） 学生向けセミナーや「キャリアカフェ」の実施により、
学生会員が33名（前年同期6名）へと急増しました 。
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科目 当年度（円）

I
資産の部

1.
流動資産（現金預金、貯蔵品、前払費用） 16,116,470

2.
固定資産（建物附属設備、什器備品、図書、敷金等） 4,650,923

資産合計 20,767,393

II
負債の部

1.
流動負債（未払金、預り金） 266,215

2.
固定負債 0

負債合計 266,215

III
純資産の部

1.
指定純資産 0

2.
一般純資産 20,501,178

純資産合計 20,501,178

負債及び純資産合計 20,767,393
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3. 役員の異動（2025〜2026年度）
新会長に岸田文雄氏、会長代行に萩生田光一氏が就任したほか、新任理事として小川啓之氏（コマツ
取締役会長）、住田孝之氏（住友商事常務執行役員）、原田美智雄氏（元ムンバイ総領事）、末永繁一氏
（前日印協会事務局長）が着任し、新体制がスタートしました 。
 
 2025年度 収支状況および貸借対照表
1. 収支状況（活動計算書概況）
公益法人として2年連続の黒字を達成し、健全な運営を維持しています 。 

・経常収益：40.1百万円（前年比1.5百万円増） 法人会員の増加に伴う受取会費の増加（前年比196万
円増）が主な要因です 。 

・経常費用：39.7百万円（前年比1.7百万円増） 主催事業費、機関誌・季刊誌発刊、HP等の情報発信
費用（事業費）、および事務所費用や給料手当（管理費用）で構成されます 。 

・当期経常損益：37.6万円の黒字 内訳は公益目的事業会計が41.6万円の赤字、法人会計が79.1万円の
黒字となります 。 


2. 貸借対照表（令和8年3月31日現在）
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インタビュー企画

インドの首都デリーを走るデリー・メトロ。その成功は、日印協力の象徴的な成果として
広く知られています。1998年の建設開始以来、インドの都市鉄道整備と人材育成の最前線
で活躍してきたのが阿部玲子氏です。
当初は「メトロを知らない国」で始まったプロジェクトでしたが、現在ではデリー・メト
ロは400キロを超える路線網を持ち、インド人技術者たちは海外の鉄道プロジェクトを率
いるまでに成長しました。技術移転の現場で何が起きていたのか。インド人と働く難しさ
と面白さとは何か。そして、これから海外を目指す若者たちに伝えたいこととは何か。長
年にわたりインドの鉄道発展に尽力してきた阿部氏に、齋木昭隆理事長がお話を伺いまし
た。（インタビュー日時　2026年6月17日）。

7

株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル　執行役員

株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル　インド現地法人　取締役会長

　阿部玲子氏

インドで活躍する日本人　
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阿部氏
技術的に良いものを作ることは十分可能です。ただ、日
本と全く同じ品質を実現できるかというと、それは別の
話です。
例えば人材育成の面では、デリー・メトロはすでに独自
の研修施設やカリキュラムを整備し、海外向けの研修ま
で行おうとしています。しかし最後の一歩、日本人が当
然と考える厳しさにはまだ差があります。日本では5分遅
れればアナウンスが流れ、長時間の遅延はニュースにな
ります。しかしインドはもともと「時間どおりであるこ
とが当たり前」の社会ではありません。日本は定時運行
が当然ですが、インドでは定時運行そのものが素晴らし
いことなのです。

SERIES: INTERVIEW
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齋木昭隆理事長（以下、齋木理事長）
阿部さんといえば、デリー・メトロをはじめインドの地下鉄・鉄道開発に長年携わってこられまし
た。現在、多くのインド人エンジニアやプロフェッショナルと仕事をされていると思いますが、彼ら
を率いていく上で最も大切にしていることは何でしょうか。

阿部玲子氏（以下、阿部氏）
デリー・メトロは1998年に工事が始まり、もう25年以上になります。当初はメトロに乗ったことがあ
るインド人もほとんどおらず、日本人エンジニアが教える立場でした。しかし今は違います。インド
人エンジニアの技術力は大きく向上し、私たちの関係も「指導する側・される側」から「共同で取り
組む関係」へ変わりました。
技術移転の目的は、最終的にその国の人たちが自分たちでできるようになることです。その意味では
成功していると思います。一方で、今は新しい課題も見えています。日本が得意とする維持管理や品
質管理の重要性を改めて伝えていく段階に入っていると感じています。

齋木理事長
日本の製造業における品質管理や、アフターサービスは世界一の水準を維持していると思います
が、新幹線の品質水準にインド人が追いついていく見通しはいかがでしょうか。
もう一つは、現在、日本の鉄道会社が協力して行っているインドの鉄道人材（運転士・車掌・信号
管理者など）の育成について、将来的にインドが自国だけでトレーニングや運行管理を自立して行
っていかなくてはならないと思いますが、その辺の見通しはいかがですか。

齋木理事長
デリー・メトロの成功によって、多くのインド人が日本の技術を意識するようになったのでしょう
か。

阿部氏
最初の10年ほどはそうでした。メトロに乗っていて「日本人か」と聞かれ、「そうです」と答える
と、「ありがとね」って声を掛けられることもありました。ただ、25年も経つと完全にインドの人た
ち自身のものになっています。それが本来あるべき姿だと思います。東京メトロに乗る時に、私た
ちはその起源がどこの国かを意識しませんよね。日本最初の地下鉄の銀座線はイギリス系のものを
入れているじゃないですか。その当時は、ヨーロッパのものが入ってきたんだ！という意識だった
と思いますが、今東京メトロ乗ってる人達で、これはイギリスのだということを考えながら乗って
る人はいませんよね。それと同じです。
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齋木理事長
インドで仕事をする日本人の間では、「ノープロブレム」と
いう言葉が有名です。阿部さんもよく「ノープロブレムはビ
ッグプロブレムだ」とおっしゃっていますね。

阿部氏
そうですね（笑）。インド人が本当に仕事をしていたら、「こ
んなことをやった」「ここまで進んだ」と成果をたくさん説
明します。ところが「ノープロブレム」で終わる時は、実は
何も進んでいないことが少なくありません。
だから日本人は言葉の意味だけではなく、その背景にある文
化も理解する必要があります。その辺の言葉の綾を理解しな
いと精神的に疲れると思います。

SERIES: INTERVIEW
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齋木理事長
長年インド人と働いてこられて、彼らの成長を実感することはありますか。

阿部氏
非常にあります。メトロのことも、鉄道のことも本当によく分かっているエンジニアが沢山増えま
した。昔、私の部下だったエンジニアたちが、今ではカイロ・メトロやダッカなど海外プロジェク
トの責任者として活躍しています。
彼らの強みは、海外へ出ることに全く躊躇しないことです。英語力もありますし、自分のキャリア
を積極的に切り開いていきます。
今、世界各地で新しい都市鉄道プロジェクトが進んでいますが、そうした国々が求めているのは、
実際に鉄道網をゼロから立ち上げた経験を持つ人材です。その意味で、急速な発展を経験したイン
ドの人材には大きな強みがあります。

齋木理事長
MJIAの読者に向けて、インド人との関わりの中で心温まるようなエピソードがあれば教えていただ
けますか。

阿部氏
インド人は本当に食でもてなします。
工場監査で地方へ行くと、昼食を用意してくれるのですが、毎日カレー、またカレー、さらにカレ
ーです（笑）。一度昼食を遠慮したことがあるのですが、「マダムのお気に召すカレーがなかった」
と受け取られてしまい、最初5種類くらいだったのが、次に行った時には10種類に増えていまし
た。ただそこでスキップしたら、次回は15種類になる。そこはもう、食、食、食ですね。
また、監査の予定時刻になっても人が集まらず、ようやく始められると思ったら「まずお茶をどう
ぞ」と言われることもあります。日本人からすると驚きますが、インドでは仕事以上に人との時間
や食事が大切にされる文化があるのです。

齋木理事長
そうした経験を踏まえて、阿部さんから見たインド人の良いところは何でしょうか。
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阿部氏
向上心の強さです。そしてセルフプロデュース能力ですね。
自分を成長させるために勉強し、新しい技術を学び、より良い仕事へ挑戦していこうという意欲が
非常に強い。履歴書を少しでも良くしたいという気持ちを、若いエンジニアたちも強く持っていま
す。
日本人は組織の中で役割を果たすことを重視しますが、インド人は自分自身の価値を高めることに
非常に積極的です。その点は学ぶべきところが多いと思います。

齋木理事長
最後に、これからインドや世界へ飛び出そうとしている日本の若者、特に理工系分野を目指す女性
たちへメッセージをお願いします。

阿部氏
まず、出てみてください。インドに限らず、どの国でも構いません。何かを完璧に準備してから行
こうと思うと、どんどんハードルが高くなります。まず現地へ行ってみる。そして自分に何が足り
ないのか、何を提供できるのかを知る。その経験が次の成長につながります。
インドは確かに大変です。でも、大変だからこそ面白い。実際に見て、感じて、挑戦することでし
か得られない学びがあります。
インドには「一度インドの水を飲んだ者は必ず戻ってくる」という言葉があります。まずは一歩踏
み出してほしいですね

齋木理事長
インド鉄道発展の歩みと、そこで育った人材たちの成長、そしてインドという国の魅力について、
大変興味深いお話をありがとうございました。今後ますますのご活躍を期待しております。

SERIES: INTERVIEW
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会場協力：ザ・プリンスギャラリー東京紀尾井町 「蒼天」
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＊州都：ディスプル
＊面積：78,438㎢　（県（District）：３５）
＊人口：31,169,272人（2011年国勢調査）
＊識字率：73.18％
＊宗教別人口比率：ヒンドゥー教（61.5％）、イスラム教
（34.2％）、キリスト教（3.73％）＊主要言語：アッサム語
（公用語、48.4%）、ベンガル語（28.9%）、ヒンディー語
（3.2%）、ネパール語（1.9%）
(識字率以下は2011年国勢調査に基づく)

概要

アッサム州

TOPIC: ABOUT INDIA

政治

（１） 州政府
＊州知事： ラクシュマン・プラサード・アチャリヤ（Lakshman Prasad Acharya）(2024年7
月～)
＊州首相： ヒマンタ・ブスワ・サルマ（Dr. Himanta Biswa Sarma）(BJP)(2021年5月～)
（２）州議会（定員：126、2031年4月任期満了）
＊与党：インド人民党（BJP）82　アソム人民会議（AGP）10　ボド人民戦線（BPF）10
＊野党：コングレス党（INC）　19　その他5
（３）概況　
　2010年代までは、コングレス党、アソム人民会議（AGP）、コングレス党と地域政党の連
立による州政権が樹立されてきたが、2016年州議会選挙ではBJPが60議席を獲得し、友党と
なったAG及びボドランド人民戦線（BPF）ともにソノワルBJPアッサム州支部長を首相とす
る国民民主連合（NDA）政権を樹立。2021年選挙でも与党連合NDAが過半数を制し、サル
マ財務・計画・保健・家族福祉・教育・公共相（BJP）が新首相となった。2026年4月に実
施された選挙では、BJPはじめNDAが獲得議席を伸ばし、NDAとして3期目、サルマ首相と
して2期目の政権を発足させた。
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地理・歴史

北にヒマラヤ山脈（ブータン王国及びアルナーチャル・プラデシュ州）、南にシロン高原（メ
ガラヤ州）があり、州の中央をブラフマプットラ河（チベットを源流とし、バングラデシュで
ガンジス河と合流）が東から西に流れ、その両岸に広範な沖積平野が広がっている。雨季には
洪水が頻発しやすいが肥沃な土壌を生む自然条件を持っている。
「アッサム」という名称は、タイからこの地に進出したとされる「アホム」族によって建国さ
れた「アホム」国（13世紀前半～19世紀前半）に由来する。19世紀前半にイギリス領とな
り、1947年のインド独立後、北東部地域の行政管区の変遷、州域変更（ナガランド、メガラ
ヤ、ミゾラムの分離）を経て、1972年に現在の州域になった。北東部地域7州最大かつ中心州
であり、ブータン及びバングラデシュとの国境を有し、インド亜大陸から東南アジアに繋がる
交通、連結性の要となる州でもある。



TOPIC: ABOUT INDIA

• 

（１）  主要指標（2024/25年度）
＊名目州内総生産（GSDP）：6兆4,367億ルピー
＊一人当たり名目GSDP：177,602ルピー
＊名目GSDP成長率：13.1％
＊州内総付加価値（GSVA）構成比：
 第一次産業35.7％（農林水産21.7%、採鉱・採石14%）、
 第二次産業22.3％（製造業10.1％）
 第三次産業42％
（２）  概況
 人口の約7割が州内総生産の約2割を占める農業に雇用と生計を依拠している。アッサム紅
茶として有名な茶の生産は約69万トン（2025年）に上り、全インド生産の半分を占める。
また、豊富な天然資源に恵まれ、原油生産（2023年度436万トン）は全インドの15%、天
然ガス生産は14%を占める。
 州政府は、製造業等の促進に向けた企業誘致、投資呼び込みに力を入れており、2024年8
月には「ジャギロード電子機器シティ」でのタタ・エレクトロニクスの半導体集積回路生
産・テスト施設建設が始まり、2025年2月の「アドヴァンテージ・アッサム」投資サミッ
トでは、アダニ・グループ及びリライアンス・グループが5千億ルピーの投資を表明し
た。

経済・産業
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日本との関係　　　　　

　日本政府とインド政府は北東地域開発協力を首脳レベルで合意しており、「日印北東部
開発調整フォーラム」において各種協力プロジェクトの検討、レビューを行うとともに
投資・ビジネス促進の方途等について協議してきている。アッサム州では、北東部州道
路網連結性改善（全長19kmに及ぶドゥブリ・フルバリ間橋梁建設を含む）、グワハティ
給水及び下水道整備、アッサム保健システム強化、水産養殖推進による生計向上等の協
力プロジェクトが円借款、JICAを通じて実施されている。また、2025年8月には国際協
力銀銀行（JBIC）が日本の民間金融機関との協調融資によりアッサム州でのバイオ燃料
製造（北東部地域特産の竹からバイオエタノールを精製）等プロジェクト実施のため、
電力融資会社PFCとの間で600億円（JBIC融資分360億円）の貸付契約を締結した。
　本拠をアッサム州に置く日系企業はないが、保険・金融業関係支店等を中心に59の日
本企業拠点がある（2024年10月現在）。2025年1月には、サルマ州首相が訪日し、進出企
業へのインセンティブ付与や日本タウンシップ創設等を行うとしてアッサム州への投
資、企業進出を呼び掛けた。2025年5月には額賀衆議院議長一行がアッサム州を訪問し、
サルマ州首相と会談した他、IITグワハティ校、タタ・エレクトロニクス半導体工場建設
現場、アセアン・ワン社日本語学校建設現場視察等を行った。
　岐阜大学とインド工科大学(IIT)グワハティ校は2014年に大学間学術交流協定を締結
し、2019年から共同学位授与プログラム（JDP）を設置しており、2026年3月にグワハテ
ィで「日本・北東インド産学技術協力シンポジウム」を開催した。
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　公益財団法人日印協会は、2026年5月19日（火）に日本記者クラブにおいて、「インド子会社に
おける不正調査対応の実務」をテーマに第3回税務・法務セミナーを開催いたしました。 
　当日は、インド・南アジア法務の第一人者である西村あさひ法律事務所外国法共同事業の鈴木
多恵子弁護士を講師にお迎えしました。鈴木弁護士は、現地法律事務所への出向経験を含め15年
間にわたり日本企業のインドビジネスを支えてこられた豊富な実績を持ち、国際的な賞も多数受
賞されている最前線の専門家です。 
セミナーは45分ずつの2部構成で実施されました。第1部では「インドの紛争解決、労務対応等の
基礎」と題し、一筋縄ではいかない現地の司法や法務現場の実情について分かりやすく解説いた
だきました。続く第2部では「インドの不正調査対応の実務」として、内部通報への対応、弁護士
秘匿特権、さらには実際の調査や責任追及の進め方に至るまで、日系企業が直面しがちな極めて
具体的かつ実践的なリスク管理の手法が示されました。 
　長年、現地最前線で難事案の契約交渉や不正調査に携わってきた鈴木弁護士ならではの、日系
企業目線に立った的確なアドバイスは、参加した会員の皆様にとって大変示唆に富む有意義な内
容となりました。 
　当協会は、岸田文雄新会長のもと新体制となりました。今後も皆様のビジネスの一助となるよ
う、経済界とも緊密に連携しながら、実務的でタイムリーなセミナーを継続して企画してまいり
ます。ご登壇いただいた鈴木弁護士、ならびにご出席いただいた会員の皆様に心より厚く御礼申
し上げます。

事務所 講演テーマ案 開催時期

Baker
Tilly
ASA
India インドにおける恒久的施設（PE）課税の基礎と直近の動向
3月16日(月)　15:00~17:00

開催済

Zeus
Law
現地での不動産取得のリスク、インド裁判の実態、現地当局へ

の対応術 4月24日（金）15:00~17:00
開催済

西村あさひ　法律事

務所

①インドの紛争解決、労務対応等の基礎～インドの司法と法務
現場の実情を知る～
②インドの不正調査対応の実務～内部通報対応、弁護士秘匿特
権、調査・責任追及の実際～

5月19日（火）15:00～17:00
開催済

松田綜合法律事務所
インド進出におけるリアルな失敗・成功事例、労務管理、不正

対策
6月15日（月）15:00~17:00 開催済

TMI総合
法律事務所
スタートアップ投資・JV構築：急成長するインド・エコシステ

ムへの投資実務とJV解消のポイント
7月21日（火）15:00～17:00

森・濱田松本法律事

務所

インドの最新法規制トレンド
デジタル個人情報保護法など、

上場会社M&Aの特徴
8月3日（月）15:00~17:00

Baker
Tilly
ASA
India ＢＩＳ関係 10月
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第3回 「税務・法務セミナー」開催報告

REPORT: SEMINAR

テーマと開催時期 日程未確定の個所については決まり次第お知らせ致します。



監督・脚本：アーディティヤ・ダール

出演：ランヴィール・シン、アクシャイ・カンナー、サンジャイ・ダットほか

原題：Dhurandhar
2025年／インド∕ヒンディー語∕206分∕R15+
配給：ツイン

（C）Reliance Industries Limited, Mumbai, 2025. All Rights Reserved.

７月10⽇（金）より、新宿ピカデリーほかにて公開
（編集：印度映画広報室）

＜インド映画公開情報＞

TOPIC:MOVIE

ドゥランダル作戦

実在のテロ事件を背景に描かれた、スパイ・アクション

1999年のインディアン航空ハイジャック事件、2001年のイ
ンド国会議事堂襲撃事件と、相次ぐテロに揺れるインド政

府は、極秘裏に「ドゥランダル作戦」を始動させる。パキ

スタン・カラチにあるギャングの組織に潜入しテロの兆候

を掴むという任務に、死刑囚のハムザが選ばれる。身分を

偽り組織に潜入し、抗争に巻き込まれながら組織の中枢へ

と迫ったハムザが見たものは、国家をむ揺るがす巨大な陰

謀だった。『URI サージカル・ストライク』（2019年）のア
ーディティヤ・ダールが監督し、上映時間３時間超えなが

らも2025年のインド映画トップヒットとなった１作。

TOPIC: BOOKS

＜書籍紹介＞

異議の声
インドに息づく「異議」が歴史に残したもの

著者 ：ロミラ・ターパル
著
　　　 堀本　武功 訳
 









夛賀　政幸 訳

出版年月日：  2026/05/25
定価 ：2,200円（税込）
発行：花伝社

　古代から現代まで、インド社会に現れてきた「異議の声」は、どのような役割を果たしたのか。

今も多くの矛盾を抱えるインド社会が、それでも切り捨てなかった反対や抵抗といった「異議の
声」。現代アジアを代表する歴史家が、インドにおいて「異議」がどのように発せられ、なぜ受け入
れられたのかを位置づけ、宗教、民族主義、そして民主主義への相互作用を探る。分断の時代の今
こそ、「異議の声」との向き合い方をインドの歴史に学ぶ一冊である。

本書を通じ、インドという国が持つ本来の歴史的深みや多様性を尊重することの大切さ、そして画
一的な価値観に偏ることへの警鐘というメッセージを深く受け取ることができた。原書は極めて難
解な内容であったと推察されるが、訳者の丁寧な仕事によって、その思想を深く読解する大きな助
けとなっている。（西本副理事長・評）
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日

はこちらから

10

WEBお申込み

お申込み・お問い合わせ

講 師 プ ロ フ ィ ー ル

2004年に日本貿易振興機構（ジェトロ）入構後、日本台湾交流協会 台北事務
所（日本大使館相当機関）経済部主任（出向）、インド政府商工省（出向）、
ジェトロ・チェンナイ所長（チェンナイ日本商工会事務局長兼務）、ジェトロ
本部企画部海外地域戦略主幹（南西アジア）などを歴任。日本企業のインド進
出支援、インドの市場調査に10年以上携わった経験を持つ。これまで、経済同
友会、インド大使館、日本の自治体、大手コンサル、不動産会社など、さまざ
まな機関が主催したインドセミナー・勉強会に登壇。2025年4月より現職（み
ずほ銀行 国際戦略情報部 エグゼクティブディレクター(インド担当))。 

第6回　
インド・
キャリアカフェ

学 生 対 象

7 .
2 0 2 6

（金）

参加費：日印協会学生会員 無料 　非会員 500円
会場：公益財団法人日印協会 会議室
住所：東京都千代田区麹町1-6 麹町保坂ビル6階
地下鉄半蔵門駅（出口３a）徒歩2分
地下鉄麹町駅（出口1） 徒歩7分

講演　講演　

















































17：00-17：5017：00-17：50


交流会&質疑応答　18：00-19：00交流会&質疑応答　18：00-19：00

ネットワーキングネットワーキング





19：00-19：3019：00-19：30

講演　                         17：00-17：50 
交流会&質疑応答　18：00-19：00
ネットワーキング   19：00-19：30

https://forms.gle/9LQqCxeE4p3FSPSr9

み ず ほ 銀 行  国 際 戦 略 情 報 部み ず ほ銀行  国際戦 略 情 報部   
エ グ ゼ ク テ ィ ブ デ ィ レ ク タ ー ( イ ン ド 担 当 )エ グ ゼ ク テ ィ ブ デ ィ レ ク タ ー ( イ ン ド 担 当 )

中 山  幸 英  氏中 山  幸 英  氏

み ず ほ 銀 行  国 際 戦 略 情 報 部  
エ グ ゼ ク テ ィ ブ デ ィ レ ク タ ー ( イ ン ド 担 当 )

中 山  幸 英  氏

https://forms.gle/9LQqCxeE4p3FSPSr9
https://forms.gle/9LQqCxeE4p3FSPSr9


https://www.japan-india.com

　去る５月26日、協会会議室において、学生限定イベント「第５回インド・キャリアカ
フェ」を開催いたしました。今回お招きした講師は、三菱商事株式会社 グローバル総括
部 地域コーディネーションチーム 次長　泉 周作氏で、過去最多の14名の大学生が参加
しました。
　泉氏からは、まず総合商社が果たす機能についてお話がありました。世界各地の企業
や産業を結び付ける「仲介貿易」を通じて日本の近代化に貢献してきた総合商社は、人
材や業界知見を活かした「事業投資」、さらには産業全体を俯瞰する視点で投資先の経営
により主体的に関与する「事業経営」へと、時代の変化に合わせて機能を磨き、幅広い
事業分野とグローバルネットワークを活かした事業を展開しているとのことでした。
　続いて、ご自身のインド勤務経験についてご紹介いただきました。泉氏がインドに赴
任されたのは新型コロナウイルス感染症により社会全体が大きな混乱に直面していた時
期でしたが、ロシアによるウクライナ侵攻後の強かなインド外交や、その間に迎えた日
印国交樹立70周年（2022年）の記念事業「900km横断課題体感型アイデアソン」に関わ
った話など、貴重な業務経験をご披露いただきました。
　講演では、「覚醒する巨象インド」をテーマに、インドの成長性について解説いただき
ました。インドは2023年に人口世界一となり、今後も生産年齢人口の増加が見込まれて
いることから、世界中の企業や投資家の注目を集めています。今後の日印関係の文脈で
は、インドは豊富な理系・IT人材を擁しており、日本の人材不足を補完する存在として
期待されているほか、「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向けて、経済・人的交流
の両面で日印協力がますます重要になるとの見通しが示されました。
　最後に、インドの寓話「群盲象を撫でる」を紹介しながら、インドを理解する際には
一部分だけを見て判断するのではなく、多様な視点から全体像を捉えることが重要であ
り、多様な事業を有する総合商社の理解も同様と語られました。地域や文化、価値観の
多様性を持つインドを理解するためには、固定観念にとらわれず幅広い視野を持つこと
が必要であるとのメッセージは、参加した学生たちに強い印象を残しました。
　泉氏の実体験に基づくお話に、参加者は熱心に耳を傾けていました。講演後には活発
な質疑応答が行われ、終了後も多くの学生が質問を寄せていましたが、最後まで丁寧に
ご対応いただき、終始熱気に満ちた雰囲気の中で盛況のうちに終了いたしました。

学生限定
「第5回インド・キャリアカフェ」開催報告
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TOPIC: INFORMATION

住  所 :　　　　　　 〒102-0083 東京都千代田区麹町1-6 麹町保坂ビル6階

電 話 番 号 :   　　　  03-6272-4408       フ ァ ッ ク ス :           03-6272-4135

メ ー ル：　　　　　 partner@japan-india.com

ホームページ :  　　  https://www.japan-india.com
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公益財団法人日印協会

17

日印協会からのご案内　

《テーマ》　  南インドの神降ろし儀礼テイヤム〜緑の大地に降臨する異形の神々～

《講　師》    井生 明 氏（フォトグラファー、ライター、まちかど俱楽部 / マールガ

リ・ジャパン 代表）

《日　時》　　2026年7月22日（水）14:00-15:30（受付開始13時45分）

《会　場》　　公益財団法人日印協会　会議室

　　　　　　  東京都千代田区麹町１−６　麹町保坂ビル 6階

《定　員》　　約18人※定員数になり次第、締切らせて頂きます。

《参加費》　　お茶菓子とお茶代　1,000円(当日現金)

《お申し込み》　メール「partner@japan-india.com」　

　　　　　　　　または、電話　TEL: 03-6272-4408

　講師の方を招いて、あらかじめ決めたテーマで参加者の方々と話し合うお茶会
です。   
　インド通の方、もっともっとインドについて知りたい方、インドについて詳し
くなりたい方、皆様のご参加をお待ちしております。
どうぞお気軽にご参加ください。

会員限定「天竺茶話会」
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　一方で価格はどうでしょう。First FlushとSecond Flushはどちらが高いのでしょうか？　答え
はFirst Flushの方がやや高め。理由は、First Flushは2～3週間という短い期間で、しかも新芽だ
けが摘まれることから生産量が少ないため希少価値が高く、珍重されるからです。さらに紅茶の
区分の中でも最高等級「FTGFOP1」ともなると、50gで10,000円程になります。FTGFOP１と
いうのは、FINE TIPPY GOLDEN ORANGE PEKOE FIRSTの略で、優れた金の芽を沢山含んだ
花の香りがするオレンジ・ペコの中でも最高品質という意味になります。

　この写真は、私が2010年の春にロンドン ピカデリーにある『FORTNUM & MASON』（1707
年創業の老舗百貨店で日本にもお店がありますね）に、First Flushを買いに行った時のもので
す。カウンターに置かれた木箱の文字を見ると、下段に「FTGFOP1」と記載がありますね。こ
の時に私もこの紅茶を買って味わってみましたが、残念ながら味は忘れてしまいました。

編集後記 ～紅茶のお話⑥Darjeeling First Flush vs. Second Flush～
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MJIA6月号＆別冊特別号はいかがでしたでしょうか。特別号では18日に開催いたしました就任披
露レセプションの模様を掲載しております。レセプションには多くの会員の皆様にご参加いただ
き、新たな体制のもとでの日印協会の門出を祝う和やかなひとときとなりました。この場をお借
りして、ご出席いただいた皆様に改めて御礼申し上げます。

　さて、今回の紅茶のお話は「Darjeeling First Flush vs. Second Flush」です。紅茶のお話①で
Darjeeling First Flushを紹介した際、Firstの後には、Second Flush、Third Teaと続き、Autumnal
が最終であると申し上げましたが、今回はFirst FlushとSecond Flushを比較していきたいと思い
ます。
まずは味です。First Flushは4月上旬からの2～3週間という短い期間で摘まれる一番茶で、Second
Flushは気温と日照により恵まれた5月～6月に栽培される二番茶です。このため、Second Flushの
方がFirst Flushよりも味が強くなります。ダージリンを代表するマスカットフレーバーもより強
く、“紅茶のシャンパン”と言われるゆえんです。ダージリンの最高級品が生まれるのもこの
Second Flushといわれています。

　First Flushの瑞々しさ、Second Flushの芳醇さ――同じダージリンでも季節によって全く異
なる表情を見せてくれるところに、紅茶の奥深さを感じます。機会がありましたら、ぜひ飲み
比べてみてください。

梅雨の季節を迎えますが、皆様どうぞご自愛ください。　　　　　　　（日印協会 三谷礼子）
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	インタビュー企画
	株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル　執行役員 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル　インド現地法人　取締役会長 　阿部玲子氏

	インドで活躍する日本人　
	インドの首都デリーを走るデリー・メトロ。その成功は、日印協力の象徴的な成果として広く知られています。1998年の建設開始以来、インドの都市鉄道整備と人材育成の最前線で活躍してきたのが阿部玲子氏です。 当初は「メトロを知らない国」で始まったプロジェクトでしたが、現在ではデリー・メトロは400キロを超える路線網を持ち、インド人技術者たちは海外の鉄道プロジェクトを率いるまでに成長しました。技術移転の現場で何が起きていたのか。インド人と働く難しさと面白さとは何か。そして、これから海外を目指す若者たちに伝えたいこととは何か。長年にわたりインドの鉄道発展に尽力してきた阿部氏に、齋木昭隆理事長がお話を伺いました。（インタビュー日時　2026年6月17日）。
	SERIES: INTERVIEW

	齋木昭隆理事長（以下、齋木理事長） 阿部さんといえば、デリー・メトロをはじめインドの地下鉄・鉄道開発に長年携わってこられました。現在、多くのインド人エンジニアやプロフェッショナルと仕事をされていると思いますが、彼らを率いていく上で最も大切にしていることは何でしょうか。
	阿部玲子氏（以下、阿部氏） デリー・メトロは1998年に工事が始まり、もう25年以上になります。当初はメトロに乗ったことがあるインド人もほとんどおらず、日本人エンジニアが教える立場でした。しかし今は違います。インド人エンジニアの技術力は大きく向上し、私たちの関係も「指導する側・される側」から「共同で取り組む関係」へ変わりました。 技術移転の目的は、最終的にその国の人たちが自分たちでできるようになることです。その意味では成功していると思います。一方で、今は新しい課題も見えています。日本が得意とする維持管理や品質管理の重要性を改めて伝えていく段階に入っていると感じています。
	齋木理事長 日本の製造業における品質管理や、アフターサービスは世界一の水準を維持していると思いますが、新幹線の品質水準にインド人が追いついていく見通しはいかがでしょうか。 もう一つは、現在、日本の鉄道会社が協力して行っているインドの鉄道人材（運転士・車掌・信号管理者など）の育成について、将来的にインドが自国だけでトレーニングや運行管理を自立して行っていかなくてはならないと思いますが、その辺の見通しはいかがですか。
	阿部氏 技術的に良いものを作ることは十分可能です。ただ、日本と全く同じ品質を実現できるかというと、それは別の話です。 例えば人材育成の面では、デリー・メトロはすでに独自の研修施設やカリキュラムを整備し、海外向けの研修まで行おうとしています。しかし最後の一歩、日本人が当然と考える厳しさにはまだ差があります。日本では5分遅れればアナウンスが流れ、長時間の遅延はニュースになります。しかしインドはもともと「時間どおりであることが当たり前」の社会ではありません。日本は定時運行が当然ですが、インドでは定時運行そのものが素晴らしいことなのです。
	齋木理事長 デリー・メトロの成功によって、多くのインド人が日本の技術を意識するようになったのでしょうか。
	阿部氏 最初の10年ほどはそうでした。メトロに乗っていて「日本人か」と聞かれ、「そうです」と答えると、「ありがとね」って声を掛けられることもありました。ただ、25年も経つと完全にインドの人たち自身のものになっています。それが本来あるべき姿だと思います。東京メトロに乗る時に、私たちはその起源がどこの国かを意識しませんよね。日本最初の地下鉄の銀座線はイギリス系のものを入れているじゃないですか。その当時は、ヨーロッパのものが入ってきたんだ！という意識だったと思いますが、今東京メトロ乗ってる人達で、これはイギリスのだということを考えながら乗ってる人はいませんよね。それと同じです。
	SERIES: INTERVIEW
	齋木理事長 インドで仕事をする日本人の間では、「ノープロブレム」という言葉が有名です。阿部さんもよく「ノープロブレムはビッグプロブレムだ」とおっしゃっていますね。
	阿部氏 そうですね（笑）。インド人が本当に仕事をしていたら、「こんなことをやった」「ここまで進んだ」と成果をたくさん説明します。ところが「ノープロブレム」で終わる時は、実は何も進んでいないことが少なくありません。 だから日本人は言葉の意味だけではなく、その背景にある文化も理解する必要があります。その辺の言葉の綾を理解しないと精神的に疲れると思います。
	齋木理事長 MJIAの読者に向けて、インド人との関わりの中で心温まるようなエピソードがあれば教えていただけますか。
	阿部氏 インド人は本当に食でもてなします。 工場監査で地方へ行くと、昼食を用意してくれるのですが、毎日カレー、またカレー、さらにカレーです（笑）。一度昼食を遠慮したことがあるのですが、「マダムのお気に召すカレーがなかった」と受け取られてしまい、最初5種類くらいだったのが、次に行った時には10種類に増えていました。ただそこでスキップしたら、次回は15種類になる。そこはもう、食、食、食ですね。 また、監査の予定時刻になっても人が集まらず、ようやく始められると思ったら「まずお茶をどうぞ」と言われることもあります。日本人からすると驚きますが、インドでは仕事以上に人との時間や食事が大切にされる文化があるのです。
	齋木理事長 長年インド人と働いてこられて、彼らの成長を実感することはありますか。
	阿部氏 非常にあります。メトロのことも、鉄道のことも本当によく分かっているエンジニアが沢山増えました。昔、私の部下だったエンジニアたちが、今ではカイロ・メトロやダッカなど海外プロジェクトの責任者として活躍しています。 彼らの強みは、海外へ出ることに全く躊躇しないことです。英語力もありますし、自分のキャリアを積極的に切り開いていきます。 今、世界各地で新しい都市鉄道プロジェクトが進んでいますが、そうした国々が求めているのは、実際に鉄道網をゼロから立ち上げた経験を持つ人材です。その意味で、急速な発展を経験したインドの人材には大きな強みがあります。
	齋木理事長 そうした経験を踏まえて、阿部さんから見たインド人の良いところは何でしょうか。


	SERIES: INTERVIEW
	阿部氏 まず、出てみてください。インドに限らず、どの国でも構いません。何かを完璧に準備してから行こうと思うと、どんどんハードルが高くなります。まず現地へ行ってみる。そして自分に何が足りないのか、何を提供できるのかを知る。その経験が次の成長につながります。 インドは確かに大変です。でも、大変だからこそ面白い。実際に見て、感じて、挑戦することでしか得られない学びがあります。 インドには「一度インドの水を飲んだ者は必ず戻ってくる」という言葉があります。まずは一歩踏み出してほしいですね
	齋木理事長 インド鉄道発展の歩みと、そこで育った人材たちの成長、そしてインドという国の魅力について、大変興味深いお話をありがとうございました。今後ますますのご活躍を期待しております。
	阿部氏 向上心の強さです。そしてセルフプロデュース能力ですね。 自分を成長させるために勉強し、新しい技術を学び、より良い仕事へ挑戦していこうという意欲が非常に強い。履歴書を少しでも良くしたいという気持ちを、若いエンジニアたちも強く持っています。 日本人は組織の中で役割を果たすことを重視しますが、インド人は自分自身の価値を高めることに非常に積極的です。その点は学ぶべきところが多いと思います。
	齋木理事長 最後に、これからインドや世界へ飛び出そうとしている日本の若者、特に理工系分野を目指す女性たちへメッセージをお願いします。
	会場協力：ザ・プリンスギャラリー東京紀尾井町 「蒼天」
	TOPIC: ABOUT INDIA


	アッサム州
	概要
	＊州都：ディスプル ＊面積：78,438㎢　（県（District）：３５） ＊人口：31,169,272人（2011年国勢調査） ＊識字率：73.18％ ＊宗教別人口比率：ヒンドゥー教（61.5％）、イスラム教（34.2％）、キリスト教（3.73％）＊主要言語：アッサム語（公用語、48.4%）、ベンガル語（28.9%）、ヒンディー語（3.2%）、ネパール語（1.9%） (識字率以下は2011年国勢調査に基づく)

	地理・歴史
	北にヒマラヤ山脈（ブータン王国及びアルナーチャル・プラデシュ州）、南にシロン高原（メガラヤ州）があり、州の中央をブラフマプットラ河（チベットを源流とし、バングラデシュでガンジス河と合流）が東から西に流れ、その両岸に広範な沖積平野が広がっている。雨季には洪水が頻発しやすいが肥沃な土壌を生む自然条件を持っている。 「アッサム」という名称は、タイからこの地に進出したとされる「アホム」族によって建国された「アホム」国（13世紀前半～19世紀前半）に由来する。19世紀前半にイギリス領となり、1947年のインド独立後、北東部地域の行政管区の変遷、州域変更（ナガランド、メガラヤ、ミゾラムの分離）を経て、1972年に現在の州域になった。北東部地域7州最大かつ中心州であり、ブータン及びバングラデシュとの国境を有し、インド亜大陸から東南アジアに繋がる交通、連結性の要となる州でもある。

	政治
	（１） 州政府 ＊州知事： ラクシュマン・プラサード・アチャリヤ（Lakshman Prasad Acharya）(2024年7月～) ＊州首相： ヒマンタ・ブスワ・サルマ（Dr. Himanta Biswa Sarma）(BJP)(2021年5月～) （２）州議会（定員：126、2031年4月任期満了） ＊与党：インド人民党（BJP）82　アソム人民会議（AGP）10　ボド人民戦線（BPF）10 ＊野党：コングレス党（INC）　19　その他5 （３）概況　 　2010年代までは、コングレス党、アソム人民会議（AGP）、コングレス党と地域政党の連立による州政権が樹立されてきたが、2016年州議会選挙ではBJPが60議席を獲得し、友党となったAG及びボドランド人民戦線（BPF）ともにソノワルBJPアッサム州支部長を首相とする国民民主連合（NDA）政権を樹立。2021年選挙でも与党連合NDAが過半数を制し、サルマ財務・計画・保健・家族福祉・教育・公共相（BJP）が新首相となった。2026年4月に実施された選挙では、BJPはじめNDAが獲得議席を伸ばし、NDAとして3期目、サルマ首相として2期目の政権を発足させた。
	TOPIC: ABOUT INDIA



	経済・産業
	（１）  主要指標（2024/25年度） ＊名目州内総生産（GSDP）：6兆4,367億ルピー ＊一人当たり名目GSDP：177,602ルピー ＊名目GSDP成長率：13.1％ ＊州内総付加価値（GSVA）構成比：  第一次産業35.7％（農林水産21.7%、採鉱・採石14%）、  第二次産業22.3％（製造業10.1％）  第三次産業42％ （２）  概況  人口の約7割が州内総生産の約2割を占める農業に雇用と生計を依拠している。アッサム紅茶として有名な茶の生産は約69万トン（2025年）に上り、全インド生産の半分を占める。また、豊富な天然資源に恵まれ、原油生産（2023年度436万トン）は全インドの15%、天然ガス生産は14%を占める。  州政府は、製造業等の促進に向けた企業誘致、投資呼び込みに力を入れており、2024年8月には「ジャギロード電子機器シティ」でのタタ・エレクトロニクスの半導体集積回路生産・テスト施設建設が始まり、2025年2月の「アドヴァンテージ・アッサム」投資サミットでは、アダニ・グループ及びリライアンス・グループが5千億ルピーの投資を表明した。

	日本との関係　　　　　
	　日本政府とインド政府は北東地域開発協力を首脳レベルで合意しており、「日印北東部開発調整フォーラム」において各種協力プロジェクトの検討、レビューを行うとともに投資・ビジネス促進の方途等について協議してきている。アッサム州では、北東部州道路網連結性改善（全長19kmに及ぶドゥブリ・フルバリ間橋梁建設を含む）、グワハティ給水及び下水道整備、アッサム保健システム強化、水産養殖推進による生計向上等の協力プロジェクトが円借款、JICAを通じて実施されている。また、2025年8月には国際協力銀銀行（JBIC）が日本の民間金融機関との協調融資によりアッサム州でのバイオ燃料製造（北東部地域特産の竹からバイオエタノールを精製）等プロジェクト実施のため、電力融資会社PFCとの間で600億円（JBIC融資分360億円）の貸付契約を締結した。 　本拠をアッサム州に置く日系企業はないが、保険・金融業関係支店等を中心に59の日本企業拠点がある（2024年10月現在）。2025年1月には、サルマ州首相が訪日し、進出企業へのインセンティブ付与や日本タウンシップ創設等を行うとしてアッサム州への投資、企業進出を呼び掛けた。2025年5月には額賀衆議院議長一行がアッサム州を訪問し、サルマ州首相と会談した他、IITグワハティ校、タタ・エレクトロニクス半導体工場建設現場、アセアン・ワン社日本語学校建設現場視察等を行った。 　岐阜大学とインド工科大学(IIT)グワハティ校は2014年に大学間学術交流協定を締結し、2019年から共同学位授与プログラム（JDP）を設置しており、2026年3月にグワハティで「日本・北東インド産学技術協力シンポジウム」を開催した。
	REPORT: SEMINAR


	第3回 「税務・法務セミナー」開催報告
	　公益財団法人日印協会は、2026年5月19日（火）に日本記者クラブにおいて、「インド子会社における不正調査対応の実務」をテーマに第3回税務・法務セミナーを開催いたしました。  　当日は、インド・南アジア法務の第一人者である西村あさひ法律事務所外国法共同事業の鈴木多恵子弁護士を講師にお迎えしました。鈴木弁護士は、現地法律事務所への出向経験を含め15年間にわたり日本企業のインドビジネスを支えてこられた豊富な実績を持ち、国際的な賞も多数受賞されている最前線の専門家です。  セミナーは45分ずつの2部構成で実施されました。第1部では「インドの紛争解決、労務対応等の基礎」と題し、一筋縄ではいかない現地の司法や法務現場の実情について分かりやすく解説いただきました。続く第2部では「インドの不正調査対応の実務」として、内部通報への対応、弁護士秘匿特権、さらには実際の調査や責任追及の進め方に至るまで、日系企業が直面しがちな極めて具体的かつ実践的なリスク管理の手法が示されました。  　長年、現地最前線で難事案の契約交渉や不正調査に携わってきた鈴木弁護士ならではの、日系企業目線に立った的確なアドバイスは、参加した会員の皆様にとって大変示唆に富む有意義な内容となりました。  　当協会は、岸田文雄新会長のもと新体制となりました。今後も皆様のビジネスの一助となるよう、経済界とも緊密に連携しながら、実務的でタイムリーなセミナーを継続して企画してまいります。ご登壇いただいた鈴木弁護士、ならびにご出席いただいた会員の皆様に心より厚く御礼申し上げます。
	テーマと開催時期

	異議の声
	第6回　 インド・ キャリアカフェ
	講演　                         17：00-17：50  交流会&質疑応答　18：00-19：00 ネットワーキング   19：00-19：30
	学生対象
	（金）
	みずほ銀行 国際戦略情報部  エグゼクティブディレクター(インド担当) 中山 幸英 氏
	2004年に日本貿易振興機構（ジェトロ）入構後、日本台湾交流協会 台北事務所（日本大使館相当機関）経済部主任（出向）、インド政府商工省（出向）、ジェトロ・チェンナイ所長（チェンナイ日本商工会事務局長兼務）、ジェトロ本部企画部海外地域戦略主幹（南西アジア）などを歴任。日本企業のインド進出支援、インドの市場調査に10年以上携わった経験を持つ。これまで、経済同友会、インド大使館、日本の自治体、大手コンサル、不動産会社など、さまざまな機関が主催したインドセミナー・勉強会に登壇。2025年4月より現職（みずほ銀行 国際戦略情報部 エグゼクティブディレクター(インド担当))。
	WEBお申込み

	TOPIC:EVENT REPORT


	学生限定
	「第5回インド・キャリアカフェ」開催報告
	　去る５月26日、協会会議室において、学生限定イベント「第５回インド・キャリアカフェ」を開催いたしました。今回お招きした講師は、三菱商事株式会社 グローバル総括部 地域コーディネーションチーム 次長　泉 周作氏で、過去最多の14名の大学生が参加しました。 　泉氏からは、まず総合商社が果たす機能についてお話がありました。世界各地の企業や産業を結び付ける「仲介貿易」を通じて日本の近代化に貢献してきた総合商社は、人材や業界知見を活かした「事業投資」、さらには産業全体を俯瞰する視点で投資先の経営により主体的に関与する「事業経営」へと、時代の変化に合わせて機能を磨き、幅広い事業分野とグローバルネットワークを活かした事業を展開しているとのことでした。 　続いて、ご自身のインド勤務経験についてご紹介いただきました。泉氏がインドに赴任されたのは新型コロナウイルス感染症により社会全体が大きな混乱に直面していた時期でしたが、ロシアによるウクライナ侵攻後の強かなインド外交や、その間に迎えた日印国交樹立70周年（2022年）の記念事業「900km横断課題体感型アイデアソン」に関わった話など、貴重な業務経験をご披露いただきました。 　講演では、「覚醒する巨象インド」をテーマに、インドの成長性について解説いただきました。インドは2023年に人口世界一となり、今後も生産年齢人口の増加が見込まれていることから、世界中の企業や投資家の注目を集めています。今後の日印関係の文脈では、インドは豊富な理系・IT人材を擁しており、日本の人材不足を補完する存在として期待されているほか、「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向けて、経済・人的交流の両面で日印協力がますます重要になるとの見通しが示されました。 　最後に、インドの寓話「群盲象を撫でる」を紹介しながら、インドを理解する際には一部分だけを見て判断するのではなく、多様な視点から全体像を捉えることが重要であり、多様な事業を有する総合商社の理解も同様と語られました。地域や文化、価値観の多様性を持つインドを理解するためには、固定観念にとらわれず幅広い視野を持つことが必要であるとのメッセージは、参加した学生たちに強い印象を残しました。 　泉氏の実体験に基づくお話に、参加者は熱心に耳を傾けていました。講演後には活発な質疑応答が行われ、終了後も多くの学生が質問を寄せていましたが、最後まで丁寧にご対応いただき、終始熱気に満ちた雰囲気の中で盛況のうちに終了いたしました。
	TOPIC: INFORMATION


	日印協会からのご案内　
	会員限定「天竺茶話会」
	　講師の方を招いて、あらかじめ決めたテーマで参加者の方々と話し合うお茶会です。    　インド通の方、もっともっとインドについて知りたい方、インドについて詳しくなりたい方、皆様のご参加をお待ちしております。 どうぞお気軽にご参加ください。
	《テーマ》　  南インドの神降ろし儀礼テイヤム〜緑の大地に降臨する異形の神々～ 《講　師》    井生 明 氏（フォトグラファー、ライター、まちかど俱楽部 / マールガリ・ジャパン 代表） 《日　時》　　2026年7月22日（水）14:00-15:30（受付開始13時45分） 《会　場》　　公益財団法人日印協会　会議室 　　　　　　  東京都千代田区麹町１−６　麹町保坂ビル 6階 《定　員》　　約18人※定員数になり次第、締切らせて頂きます。 《参加費》　　お茶菓子とお茶代　1,000円(当日現金) 《お申し込み》　メール「partner@japan-india.com」　 　　　　　　　　または、電話　TEL: 03-6272-4408
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	編集後記 ～紅茶のお話⑥Darjeeling First Flush vs. Second Flush～ 　
	MJIA6月号＆別冊特別号はいかがでしたでしょうか。特別号では18日に開催いたしました就任披露レセプションの模様を掲載しております。レセプションには多くの会員の皆様にご参加いただき、新たな体制のもとでの日印協会の門出を祝う和やかなひとときとなりました。この場をお借りして、ご出席いただいた皆様に改めて御礼申し上げます。
	　さて、今回の紅茶のお話は「Darjeeling First Flush vs. Second Flush」です。紅茶のお話①でDarjeeling First Flushを紹介した際、Firstの後には、Second Flush、Third Teaと続き、Autumnalが最終であると申し上げましたが、今回はFirst FlushとSecond Flushを比較していきたいと思います。 まずは味です。First Flushは4月上旬からの2～3週間という短い期間で摘まれる一番茶で、Second Flushは気温と日照により恵まれた5月～6月に栽培される二番茶です。このため、Second Flushの方がFirst Flushよりも味が強くなります。ダージリンを代表するマスカットフレーバーもより強く、“紅茶のシャンパン”と言われるゆえんです。ダージリンの最高級品が生まれるのもこのSecond Flushといわれています。
	　一方で価格はどうでしょう。First FlushとSecond Flushはどちらが高いのでしょうか？　答えはFirst Flushの方がやや高め。理由は、First Flushは2～3週間という短い期間で、しかも新芽だけが摘まれることから生産量が少ないため希少価値が高く、珍重されるからです。さらに紅茶の区分の中でも最高等級「FTGFOP1」ともなると、50gで10,000円程になります。FTGFOP１というのは、FINE TIPPY GOLDEN ORANGE PEKOE FIRSTの略で、優れた金の芽を沢山含んだ花の香りがするオレンジ・ペコの中でも最高品質という意味になります。
	　この写真は、私が2010年の春にロンドン ピカデリーにある『FORTNUM & MASON』（1707年創業の老舗百貨店で日本にもお店がありますね）に、First Flushを買いに行った時のものです。カウンターに置かれた木箱の文字を見ると、下段に「FTGFOP1」と記載がありますね。この時に私もこの紅茶を買って味わってみましたが、残念ながら味は忘れてしまいました。
	　First Flushの瑞々しさ、Second Flushの芳醇さ――同じダージリンでも季節によって全く異なる表情を見せてくれるところに、紅茶の奥深さを感じます。機会がありましたら、ぜひ飲み比べてみてください。
	梅雨の季節を迎えますが、皆様どうぞご自愛ください。　　　　　　　（日印協会 三谷礼子）
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